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現代中国語の“来”“去”の用法に見られる対称性と非対称性  

 

 崔 丹 

    

 

 

DOI: 10.18999/stul.32.131 

 

１． はじめに  

 

現代中国語の“来”“去”は空間的な移動、ある人や物が「参照点に近寄る・参照点から遠

ざかる」という行為を表す動詞として用いられる。さらに、本来の空間移動を表す動詞から

派生した抽象義を表す方向補語として用いることもできる。両者は反対方向の移動を表し、

意味の上では対称的となっている。例えば、以下の例（1）（2）における a、 b それぞれ二つ

の文は、“来”と“去”だけが置き換わっており、対称的な方向が表されている。 

（1）a.外面很冷，快进来吧。［外は寒いから、早く中に入ってきてください。］ 

b.外面很冷，快进去吧。［外は寒いから、早く中に入りなさい。］ 

（2）a.叫你爸爸回家来吃饭。 

［家へ帰って来てご飯を食べるよう、お父さんに伝えてください。］ 

b.叫你爸爸回家去吃饭。 

［家へ帰ってご飯を食べるよう、お父さん伝えてください。］ 

しかし、“来”と“去”は常に完全に対称的であるわけではなく、相互に置き換えることがで

きない場合も少なくない。例えば、以下の例について、例（3a）（4a）は、いずれも成立するも

のの、例（3b）（4b）についてはそれぞれ“来”と“去”を置き換えた結果、非文となっている。 

（3）a.客人来了。［お客さんが来ました。］ 

b.*客人去了。 

（4）a.他们很愿意来帮助我。［彼らは喜んで私を助けにきてくれる。］ 

      b.*他们很愿意去帮助我。 

本稿では「対称」の概念を用いて“来”と“去”のもつ「方向義」「派生義」という意味特徴に

着目し、両者の対称性・非対称性について考察を試みる。 
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２．“来”“去”の参照点 

 

2.1 無標的な参照点 

“来”と“去”の基本義は空間上の移動である。“来”と“去”の使用の選択は主に話し手が

行い、話し手のいる位置が参照点となる。以下に例文を二つ示す。 

（5）他向我走来。［彼が私のほうに向かって歩いてきた。］ 

（6）他离我远去。［彼が私から離れていった。］ 

例（5）（6）ではいずれも私のいる場所を参照点とし、彼の動作が私に近づいてくる時に

は“走来”と言い表し、彼が私から離れて行く時には“远去”と表現する。中国語の言語行為

には自己を中心に据えて表現するという特徴がある。それは発話時、話し手は自分の居場

所を中心とし、自分に近づく移動は“来”、離れて行く移動は“去”とする。一文において二

つのイベントがある場合も、“来”と“去”の両方を用いることができる。このことは例（7）が非

文ではないことから明らかである。 

(7)他刚从中国来，还要去韩国。［彼は中国から来て、また韓国に行く。］ 

例（7）の“来中国”と“去韩国”の二つのイベントには、それぞれ話し手に向かって近づく

移動を示す“来”と話し手から離れる移動を示す“去”が用いられている。 

(8)A：小王是从哪儿到日本去的？［王さんはどこから日本に行ったの？］ 

B：小王是从上海到日本去的。［王さんは上海から日本に行ったのです。］ 

例（8）の会話では、例えば、発話時点において A と B が二人とも北京にいて、“小王”は

AとBのいる場所に近づきもせず、離れてもいないという場合には、“去”を用いるのが適切

だと考えられる。もしAが日本にいる場合は、Aの発話に“来”を用い、逆にBが日本にいる

場合は、Bの発話にも“来”を用いる。 

話し手に近づく移動には“来”を用い（図１）、それ以外の移動には“去”を用いる（図２、

図３）。以下、図１～図３によって“来”“去”の移動概念を示す（S は起点、G は終点、R は参

照点を示す）。 

 

           

                                        

                  （R）    （R） 

【図１】“来”の移動     【図２】“去”の移動（1）    【図３】“去”の移動（2） 

S G S G S G 
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上記の図1から分かるように、“来”“去”はともに同じく起点Sから終点Gへの移動を表す。

“来”の終点は移動の終点であり、参照点でもある。話し手のいる場所は常に既知の情報で

あるため、“来”の終点も常に既知の情報である。また、“来”を用いる疑問文の場合は、“你

从哪儿来？”のように、“来”の起点について質問することができるが、“*你来哪儿了？”の

ように終点について質問することはできない。つまり、“来”の起点は未定、終点は既定であ

り、移動の方向性は明確となっている。 

一方、“去”の起点が話し手のいる場所と重なる場合（図２）は、起点が常に既知の情報で、

終点が未知の情報である。“
*你从哪儿去？”のように“去”は起点について質問することが

できないが、“你去哪儿？” のように終点については質問することができる。逆に、起点と

終点がどちらも話し手のいる場所と重ならない場合（図３）には、起点も終点も未知の情報

であるため、起点と終点のいずれについても質問することができる。例えば、“他从哪儿去

北京？”は起点についての質問で、“他从日本去哪儿了？”は終点についての質問であ

る。 

 

2.2 有標的な参照点 

“来”と“去”の参照点は絶対的ではなく、相対的である。従って、参照点は変えることがで

きる。齐沪扬（1998：193）は参照点について以下のように定義している。 

 

空间移动是表示一个物体对另一个事物的位置变化。另一个物体在句子起位置参照

作用。参照位置有的是明显的也有的是隐藏的。“来”“去”的参照点往往不需要明

确的处所词，而是和说话人的主观心理位置有关。 

［空間移動はある物のもう一つの物に対する位置変化を示す。もう一つの物は文の中

で位置の参照の役割を果たす。参照位置がはっきりと分かる場合もあれば、隠れて

いる場合もある。“来”“去”の参照点は往々にして、明らかな場所詞である必要はなく、

話し手の主観に関わる心理的位置と関係している。］ 

 

齐沪扬（1998）は、参照点は話し手の主観の心理位置と関わっていると述べている。以下、

「話し手の主観の心理位置」と“来”と“去”がどのように関わっているかについて、例文を挙

げながら検討していく。 

（9）a. 你到我家来。［あなたは私の家に来てください。］ 
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        b. 你到我家去。［あなたは私の家に行ってください。］ 

例（9a）では話し手は発話時に“我家”にいる。例（9b）では話し手は発話時に“我家”にい

ない。以下の例（10）で示すように、もし明日話し手が家にいない場合には、“来”を用いる

ことはできない。 

 （10）a.*明天我不在家，你到我家来。 

        b.明天我不在家，你到我家去。 

［明日私は家にいないけど、あなたは私の家に行ってください。］ 

一方、イベントの発生時刻が過去である場合は、参照点を自由に変えることはできない。

例えば話し手が昨日家にいた場合には、例（11ｂ）のように表現することはできない。 

（11）a.昨天他来我家了。［昨日彼は私の家に来た。］ 

b.*昨天他去我家了。 

疑問文の場合は、聞き手のいる場所を参照点とし、終点と参照点が同じ場所の場合は

“来”を用い、それ以外の場合は“去”を用いる。例えば、A は昨日のパーティーに参加しな

かった、あるいは参加したが李さんの姿を見かけなかったため、李さんが参加したかどうか

について Bに尋ねたという場合には、以下の会話が成立する（例（12））。 

（12）A：昨天小李来了吗？［昨日李さんは来ましたか？］ 

B：来了。［来ました。］ 

もし Bも参加していなかった場合は、上記の会話は成立せず、以下のような会話となる。 

（13）A：昨天小李去了吗？［昨日李さんは行きましたか？］ 

B：去了。［行きました。］ 

もう一つ例を挙げてみる。誰かに呼ばれたとき私たちは“这就来。”と返事をする。同じよ

うに、誰かがドアをノックしたとき “来了，来了。”と返す。このとき“去”でなければならない

ところが“来”に取って変わるという非対称現象が起きる。これは聞き手に対する一種のポラ

イトネスであり、丁寧さによる視点の転換である。先ほど述べた自己中心から相手中心に切

り替わったことが分かる。これは会話の中で、相手の存在を意識し、相手を尊敬する一種の

配慮である。“去”は離れるという意味が強いため、早く相手の居場所にたどり着きたいとい

う心理に反しており、会話形式では多くの場合、“来”が用いられる。 

 

３．“来”“去”の対称性 
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沈家煊（1999：1）は対称と非対称について、以下のように述べている。 

 

对称和不对称最初是生活概念，凡是一一对应关系的就是对称，例如人的面部器官

左右两边的分布基本对应；凡不是一一对应关系的就是不对称，大多数人是右手用

得多，左手用得少，这是左右分布的不对称。这种对称与不对称现象在语言中也是

大量普遍存在的。 

［対称と非対称は元々は生活的な概念であり、全て一対一の対応関係であれば対称と

言える。例えば、人間の顔の器官は左右両側の配置が基本的に対応している。およ

そ一対一の対応関係を持っていなければ非対称である。大多数の人は多く右手を使

い、左手はほとんど使わない。これは左右の配置の非対称である。このような対称と

非対称の現象は言語の中にも大量かつ普遍的に存在している。］ 

 

また、沈家煊（1999：36）は“人的认识和推理过程具有单向性或不对称性” ［人の認知と

推理の過程においては一方向性あるいは非対称性を有する］と述べている。 

本節では沈家煊（1999）の対称と非対称の理論を援用し、“来”“去”について、両者の対

称性・非対称性を比較検討した上で、詳しく分析していく。 

 

3.1．“来”“去”の対称性 

“来”“去”が述語動詞として用いられる場合は、移動という意味合いが強く、話し手が参

照点に近づくあるいは参照点から離れるという移動を表す。一方、“来”“去”が動詞の後ろ

で方向補語として用いられる場合には、移動という意味合いが弱くなり、方向性という特徴

を持つようになる。“他来了。”は話し手が参照点に向かって近づいて行く移動を表すが、

“一只鸟向我飞来。”という文において、様態動詞“飞”は“来”と組み合わさった、“飞来”の

形で移動が実現している。次の例（14）（15）では“来”は“飞”の移動の方向を定める働きを

している。 

（14）a.他朝人群跑来。［彼が人混みに向かって走ってくる。］ 

         b.他朝人群跑去。［彼が人混みに向かって走っていく。］ 

（15）a.有人把花束向舞台中心投来。 

［ある人が花束を舞台の中心に投げてきた。］ 

b.有人把花束向舞台中心投去。 
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［ある人が花束を舞台の中心に投げた。］ 

“V 来/去”構造において、動詞の方向性の有無は“来”と“去”が対称・非対称に関わる重

要な要素である。“跑”、“跳”、“飞”、“投”、“传”などのような方向性がない動詞が“来”と

“去”と組み合わさる場合は、“V 来/去”の V の方向を定めることができ、“来”と“去”は対称

的となる。 

また、 “请”、“派”、“让”、“叫”、“领”などの動詞はそれ自体では移動の意味を持たな

いが、方向“来/去”と組み合わさることによって、人や物の位置を移動させることができる。

このような使役移動動詞が“来”“去”と組み合わさる場合は、移動の方向も対称的になって

いる。 

（16）a.我们请来了一名专家。［我々はある専門家を招いた。］ 

         b.他被请去当专家了。［彼は専門家として招かれた。］ 

    （17）a.把新娘领来让我看看。［新婦を連れて来て私に見せてください。］ 

         b.从小他就被人领去当童工了。 

［小さいころ彼は誰かに連れて行かれて少年労働者になった。］ 

 

3.2 “来”“去”の非対称性 

次に、“来”“去”が非対称となる場合を分析する。 “来”“去”について、動詞として用いら

れる場合と方向補語として用いられる場合の二つに分けて解説する。 

 

3.2.1 “来”の主観性 

まず、“来”“去”が動詞として用いられる場合について、以下の例文で考察する。 

（18）a.后来车来了，我上了车。［その後、車が来た。私はそれに乗った。］ 

b.*后来车去了，我上了车。 

例（18a）の“来”は単独で述語動詞として用いられ、参照点に近づく動作を表す。参照点

から離れる動作を表そうとする場合、“去”が“来”と対称になっていれば、“去”を用いるべき

であるが、実際には“车去了”とは言わず、一般的に“车走了”や“车开了”などを用いる。 

“去”と“走”については両者ともに起点から離れた後も、移動は続く。従って、両者に共通し

た特徴は［＋離脱］［＋移動］であると言える。ただし、“去”は終点に至るまで方向性がある

移動が必要であるが、“走”は終点まで到着するか否かに関わらず、起点から離れる移動を

表す。両者の相違点は終点を想定するかどうかであると言える。そのため、例（18b）では車
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は移動しているものの、終点が示されておらず、単に車が離れたと言い表すときには“车去

了”は不適切である。次に“这”“那”との関連について考える。 

（19）a.这是有名的大公司，我能来这儿工作，十分高兴。 

［これは有名な大きい会社だから、私はここに来て働くことができて、大変うれし

いです。］ 

b.*这是有名的大公司，我能去这儿工作，十分高兴。 

一般的に“这”は話し手から近い人や物を指し示し、“那”は話し手から遠い人や物を指し

示す。このように指示代名詞は“来”“去”の用い方を制限していて、これも両者の非対称性

の体現である。更にもう一例を挙げる。 

（20）a.她来到妈妈身边。［彼女はお母さんのそばに来ている。］ 

b.*她去到妈妈身边。 

“去”の後には“公司”“学校”のような場所目的語が続き、“去公司”“去学校”と表現する

が、一般名詞は目的語にならない。例えば、“*去路”“*去海”の後に“边”を付けて“去路

边”“去海边”とすると適切となる。移動方向においては、“去”は起点から終点までの一方

的な方向を表し、逆に終点から起点への方向を表せない。例（20b）の“妈妈身边”は場所

目的語である。もともと彼女がいた場所はお母さんのそばであるので、 “去到妈妈身边”で

はなく、“来/回到妈妈身边”のほうが自然である。 

（21）明天来我家玩儿吧。［明日私の家に遊びに来てください。］ 

例（21）は、友人などを家に招く際によく用いる表現である。話し手が発話時に自宅にい

る予定がある場合、通常この表現を使うべきである。“明天去我家玩儿吧。”も同じ意味を表

すが、“去”という動作は話し手から離れることを表すため、聞き手にとっては親切に感じら

れない。当然、参照点と文の中心点が重なる場合は、“来”を用いるべきである。たとえば現

在“我”は“我家”の外にいる場合でも、 “来”の方がより自然である。 

 

3.2.2 動詞の代わりとなる“来”“去” 

下記の例のように、“来”は“做”“干”などの動詞の代わりに用いられている。その場合に

は「～をする」という意味を表す。 

（22）让我来吧。（让我干吧。）［私にやらせてください。］ 

（23）再来一遍。（再做一遍。）［もう一度お願いします。］ 

下記の例文で“来”はレストランや店で料理を注文するときや、あるいは買い物をするとき
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に客がよく使う表現である。 

（24）来一瓶啤酒。［ビールを一本ください。］ 

（25）来一个尝尝。［味見のため一個ちょうだい。］ 

さらに、例（26）のように“来”には慣用的な使い方もある。 

（26）他喝了一杯咖啡，这会儿来精神头儿了。 

      ［彼はコーヒーを一杯飲んだので、今はすっかり元気になった。］ 

例（22）～（26）のような“来”の用法は口語表現に限られており、更に“来”に置き換えられ

る動詞も限られている。“去”には同様の用法が見当たらない。動詞“来”は虚化の過程に

おいて、“来”の移動の意味特徴を保っているからである。すなわち、“来”は動作や状態が

遠いところから話し手あるいは目的の方向へ移動していることについては変化がない。例

（24）の“啤酒”は話し手のいるところに移動する。例（25）の“来”は“买”の意味で、“买一个

尝尝”と言い換えることができる。例（26）の“来”は“有”と同等の意味で、“有精神了，有力

气了”という意味と理解できる。例（24）（25）の購入したいものであるビールや食べ物と例

（26）の元気を取り戻したいという気持ちは話し手の願望である。 “来”がこれらの動詞に置

き換えられるのは、“来”の本来の動作や状態が遠方から近辺への方向性を有しているから

である。 

一方、“去”にもこのような方向義以外の用法が見られる。例えば、 

（27）随他去吧，不用管他。 

［彼に任せましょう。彼のことはかまわないでください。］ 

例（27）の例文では、発話者の意思や行動は“他”の考えと異なるため、発話者が諦めて

いる際に発した言葉である。自分の考えと一致せず、つき離すような気持ちを表したい時

に“去”を用いる。 

このように“来”“去”は方向義から派生したもので、話し手の知覚や感情の領域に入り、

また話し手の注意や関心を引き寄せたい場合には“来”を用いる。逆に、話し手の知覚や

感情の領域から外れ、または話し手の注意や関心を失ったりするような場合には“去”を用

いる。この場合にも“来”“去”は非対称的となっている。 

 

3.2.3 存現文の“来”“去” 

ある事物の存在、出現、消失を表す際に、中国語では存現文が用いられる。存現文にお

いて、“来”はある場所、あるいはあるときに人や物が現れることを表す。 
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    （28）a.来客人了。［お客さんが見えました。］ 

b.来电话了。［電話だよ！］ 

        c.远处来了两条小船。［遠くから二隻の小船が来ました。］ 

（29）a.*去客人了。  

b.*去电话了。 

c.*远处去了两条小船。 

一方、人や物が消失することを表す場合には、“去”は用いられない。例えば、 

（30）班里走了两个同学。［クラスから二人の学生がいなくなってしまった。］ 

（31）监狱里跑了两个囚犯。［監獄から二人の犯人が逃げた。］ 

（32）屋顶上掉了几片瓦。［屋根から瓦が何枚か落ちた。］ 

例（30）～（32）のような存現文では、“去”ではなく “走”、“跑”、“掉”のような具体的な様

子を表す動詞を用いて表現する。これについて、沈家煊（1999）は非対称性が有標・無標

に関連していて、存現文において“来”と“去”の機能上の相違は有標・無標の対立であると

論じている。“来”は使用率が高く、使用範囲が広く、無標であるが、“去”は有標である。 

  認知言語学の視点から存現文における“来”“去”の非対称現象を解釈すると、人間の物

事の出現と消失に対する関心度には相違が見られる。新しい事物が現れるときに、人はそ

の新事象の出現に集中するが、物事が消えたときには、人は消えた事象より具体的にどの

ように消えたかに関心を示す。 

 

3.3 “来”“去”が方向補語として用いられる場合 

動詞 V が“来”“去”と組み合わさった場合、動詞 V の意味特徴や文の全体の意味により

非対称的な現象を引き起こす。 

 

3.3.1 動詞の意味特徴 

［＋接近］［＋製作］［＋取得］といった意味特徴を持つ次の例（33）～（35）のような動詞は

“V来（O）”形式で用いることができる。 

（33）他朝妈妈跑来。［＋接近］［彼はお母さんに向かって走ってきた。］ 

（34）他为客人泡来一壶茶。［＋製作］ 

［彼はお客さんのためにお茶を入れてくれた。］ 

（35）他借来一本书。［＋取得］［彼は本を一冊借りてきた。］ 
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一方、［＋離脱］［＋除去］［＋消失］という意味特徴を持つ次の例（36）～（38）のような動

詞は“V去（O）”の形式で使用されうる。 

（36）我脸色苍白地看了她一眼，起身离去。［＋離脱］ 

        ［私は真っ青な顔で彼女を一目見て、立ち上がって去っていった。］ 

（37）这根木头要截去一半。［＋除去］ 

［この木材は半分に切らなければならない。］ 

（38）他失去了很多机会。［＋消失］ 

［彼はたくさんの機会を失った。］ 

上記の例文から文中の動詞により“来”“去”が非対称になる原因であることが分かるが、

もう一つ考えられる原因は文中に存在している語句である。 

（39）飞机向远方飞去。［飛行機は遠くへ飛んでいった。］ 

*飞机向远方飞来。 

例（39）の動詞“飞”は方向性が定まらないため、“飞来飞去”のように自由に組み合わせ

ることができる。ただし、文中の“向”“远方”といった語句により“飞”の方向性が定まり、話

者のいるところから遠く離れていくことを示すことになる。 

（40）他向那一扇扇宽大的窗户砸去。 

［彼は大きい窓に向かって壊しにいく。］ 

 “这”は話し手に近い人や事物を示し、“来”との組み合わせが相応しいが、“那”は話し

手から離れている人や事物を示しているため、“去”との組み合わせが相応しい。また自然

現象の場合は一般的に“去”より“来”のほうが多用されている。 

（41）漂来了一朵白云。／*漂去了一朵白云。［白い雲が漂ってきた。］ 

（42）吹来了一股凉风。／*吹去了一股凉风。［冷たい風が吹いてきた。］ 

例（41）の“白云”と例（42）の“凉风”はそれぞれ動作の主体であり、動詞“漂”“吹”は動作

主体の移動を表す。“漂”や“吹”自体は方向性を持たない動詞であるが、話者が雲や風の

ことに気づいたときには、自分の方に向かっていると考え、雲や風が自分の知覚領域に入

り込むことになる。“漂”や“吹”の後に“来”を付けることによって、“漂”や“吹”の方向が定ま

る。          

次の例（43）の例文を見られたい。 

（43）a.不知道谁给他寄来了一些钱。 

［誰かは分からないが、彼にお金を送ってきた。］ 
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b.我给灾区寄去了一些钱。［私は被災地にお金を寄付した。］ 

例（43a）の“谁”は動作主体であるが、動作主体が不明というのは起点が不明であるとい

う意味であり、“来”を用いて終点“他”のところのみが焦点化されている。一方、例（43ｂ）の

“灾区”は動作の終点であり、終点は明確化されているため、“去”のほうが適切である。 

 

3.3.2 “V来/去O”形式と“VO来/去”形式 

“来”“去”は単独で動詞として用いる以外に、他の動詞と併用することもできる。これには 

“来/去VO”形式と“VO来/去”形式の二つの形式が見られ、どちらも動作の目的を表す。 

（44）a.我来看他。［私は彼に会いにきた。］ 

b.我看他来了。［私は彼に会いにきた。］ 

    （45）a.他来帮我修电脑。［彼は私のパソコンを修理しにきてくれる。］ 

b.他帮我修电脑来了。［彼は私のパソコンを修理しにきてくれた。］ 

（46）a.我去买菜。［私は買い物にいく。］ 

b.我买菜去。［私は買い物にいく。］ 

c.我买菜去了。［私は買い物にいった。］ 

（47）a.我去看他。［私は彼に会いにいく。］ 

         b.我看他去。［私は彼に会いにいく。］ 

         c.我看他去了。［私は彼に会いにいった。］ 

朱德熙（1982）は“来/去 VO”形式を“VO 来/去”形式に置き換えた後、“来”“去”は軽声

となり、これらは虚化された一種の動詞であると説明している。 

さらに、“来”“去”は動詞の前後いずれにも用いることができる。 

（48）我来看他来了。［私は彼に会いにきた。］ 

（49）a.我去看他去。［私は彼に会いにいく。］ 

b.我去看他去了。［私は彼に会いにいった。］ 

“来/去VO”はどちらも“VO来/去”に置き換えることができるが、“来VO”形式を“VO来”

形式に変換する際には助詞“了”をつける必要がある（例（44b）(45b)）。それに対して、例

（46b）(47b)のように“去 VO”形式を“VO 去”形式に変換するときは、“了”をつける必要はな

い。例（46c）(47c)のように“了”をつけることによって、動作が既に完了済みという意味に変

わる。このことについて、王国栓（2003：43）では以下のように述べている。 
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现代汉语中的“去”和近代汉语中的事态助词“去、来、了”一样，都表示事件状

态的……所以我们也把现代汉语中的“去”称作事态助词。 

［現代中国語の“去”は近代中国語の事態助詞“去、来、了”と同様に、事態の状態を

表し、（中略）故に現代中国語の“去”は事態助詞と呼ばれる。］ 

 

この見解に従うと、“去VO去”形式では、“了”をつける必要がないというのは“去”が事態

助詞であるからだと言える。 “了”を付けると、イベントが既に完了したことを表す。 “来”に

比べて、“去”にはもう一つ「事態助詞」の機能があり、イベントがこれから始まることを表す

が、“来”の場合はほかの助詞の助けがないと文が成り立たない。以上、“来”と“去”の非対

称性について論じた。 

 

４．おわりに  

   

本稿ではイメージスキーマとの関連で“来”と“去”の参照点について分析した。その結果、

両者は対称となっていないことが明らかになった。そして、沈家煊（1999）の対称と非対称

の理論を援用し、“来”と“去”を述語動詞、方向補語の二つの用法に分けて、両者の対称

非対称を比較検討した結果、“来”と“去”の対称性非対称性には“来”の主観性以外に、動

詞の意味特徴と文中の語句が関わっていることが分かった。“来”“去”は他の動詞の代わり

に用いることができるが、存現文においては、“去”の代わりに、様態動詞が多用されている。

“V来/去O”形式と“VO来/去”形式においては、“去”は「事態助詞」の機能を果たしている

と判断できる。 

 “来”と“去”はもともと方向義において非対称性を有しているため、文中で両者は非対称

的な状態で用いられた場合、他の語用要素の影響を受け、さらに新たな文単位の非対称

性が生じる。このように方向義から派生義に変化するというプロセスは、人が物事を認識す

る過程において具体性から抽象性までのプロセスに相応していると考えることができる。 

“来”と“去”については客観的な事象での移動や方向は対称的であるかのように考えられ

るが、人の認知世界では、人間の知識・認知・経験が増えることによって、その対称性を失

ってしまう。今後は現代中国語おける“来”“去”以外の反対概念の対称性・非対称性を比較

分析したい。 
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